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４【社会福祉学科  第２群　福祉臨床科目】

精神保健福祉援助実習指導Ⅱ

担当教員 平川　泰士

配当年次 ４年 開講時期 第２学期

単位区分 選択 授業形態 演習

 

単位数 2

準備事項  

備考  

【授業のねらい】
①精神保健福祉援助実習の意義について理解した上での態度を身につける。②精神障害者のおかれている現状を
理解し、その生活の実態や生活上の困難について説明できるようになる。③個別指導及び集団指導を通して、精
神保健福祉援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。④精神保健福
祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能力を習得する。
⑤具体的な体験や援助活動を、価値や倫理に基づき、専門的知識及び技術として習得していく。

【授業の展開計画】
甲斐　佳恵：就労継続支援B型事業所　あかねワークセンター、生活指導員
岩崎　政弘：生活訓練事業所（通所型・宿泊型）　あかね荘、あかねホーム（グループホーム）サービス管理責
任者
中野　誠也：生活訓練事業所（通所型・宿泊型）　あかね荘課長、サービス管理責任者

精神保健福祉援助実習の意義と内容

精神保健医療福祉の現状に関する理解:障害者総合支援法における給付等の理解（平川）

精神保健医療福祉の現状に関する理解:障害者総合支援法における地域生活支援事業の理解（平川）

精神保健福祉士に求められる職業倫理と法的責務に関する理解（平川）

実習における個人のプライバシー保護と守秘義務の理解（個人情報保護法の理解を含む）（平川）

「実習記録ノート」への記録内容及び記録方法に関する理解（平川）

実習先の理解と実習計画の作成（平川）

精神科病院・地域における障害福祉サービス事業所等の理解：就労支援（甲斐）

精神科病院・地域における障害福祉サービス事業所等の理解：生活支援（岩崎）

実習先で必要とされる精神保健福祉援助に係る専門的知識と技術に関する理解（中野）

実習中における巡回指導・スーパービジョン（平川）

実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作成（集団）（平川）

実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポートの作成（個別）（平川）

実習の評価全体総括会（実習指導者を含めた実習報告会の実施）①全体報告（平川）

実習の評価全体総括会（実習指導者を含めた実習報告会の実施）②個別指導（平川）

【履修上の注意事項】
1 本科目と同時に履修する精神保健福祉援助実習との関係から、常に臨床場面を想定し、専門職とし
てのロールプレイ・演習・事例検討中の発言・事前学習準備など主体的参加を求める。
2 必要に応じて用いられるケースや学生同士の自己開示における専門職業人としての守秘義務の徹底。
3 実習や事例学習にて得られた知見をもとに専門職としての自己と重ね合わせながら振り返りを行う
こと。4事前学習として実習先の研究を行うなど自主的に学習を進める（30分～2時間）

【評価方法】
実習報告書等による評価（60％）
スーパービジョン時の応答や態度、チームとして取り組む姿勢（40％）

【テキスト】
特に指定しない（必要に応じて随時資料配布）

【参考文献】
日本精神保健福祉士養成校協会編『新・精神保健福祉士養成講座　9　精神保健福祉援助実習指導・実習』中央
法規


